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あらまし：我々は言語学研究者と情報科学研究者による共同研究により，実用的な中期

インド・アリアン文献データベース（IAMDB）を構築してきた．その中核をなす文献解析

システムは，フォント，エディタ，解析ツール（テキストデータ，韻律解析，索引作成）

の3部構成になっている．各プラットフォームでの新OSへの対応状況等を含めて，当該

データベースについて議論する．

Summary: We have constructed practicable databas巴 ofthe study in middle Inda-Aryan by 

colllaboration with th巴linguisticsand the information scientific researchers. Its kernel is three of 

composition, the font, the editor, and analysis tools (text也.ta,meter analysis, and index 

production). A databas巴 concernedis discussed, including the disccusion how to devise出e

analysis tools on new OS in each platform. 
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1 .序輪

中期インド・アリアン諸語（MiddleIndo 

・Aηan)で、書かれた古文献は，仏教（パーリ語）・

ジャイナ教（アノレダ・マガダ語）・仏教混j肴党語

の聖典がその例に挙げられるように，世界の文

化の貴重な宝庫であり，現代文明の重要な源流

の一つである．これらの諸聖典は難解な言語で

書かれていること，さらに質的・量的にも膨大

であることもあって，今後，厳密な研究成果が

待たれる分野である．

中期インド・アリアン諸語の文献の研究を

飛躍的に進展させるためには，韻律解析・語葉

と構文論等の系統的な研究が不可欠である．テ

キストの韻律解析は批判的校訂本作成に不可欠

であり，語葉の索引は翻訳に当たっての手助け

となる．また，語葉の逆順索引は文法構造解析

に必要で，パーダ（詩脚）の正順または逆順索

引はテキストの正しい読みの確立と並行詩脚を

見いだすのに重要である．これらの解析に当つ

ては大量のデータ，つまり多くのテキストを処理

する必要があるが，この処理にはパーソナルコン

ピュータが適している．

近年，インド学・仏教学等において，インタ

ーネットによる情報発信・情報公開・情報交換が

目覚ましい進展を遂げている．この分野での，著

名なウェブサイトとして， WelcomeInstitute 

( 1ρdon ）の Wujastyk ( URL: http : // 

www.ucl.ac.uk I～ucgadkw /indology）による

”Indology -Internet Resources for Indological 

Scholarship ”等，多数存在する．これらのサイト

には，パーリ聖典等の多数の電子化テキストや，

これらのテキストを読むために必要なフォン卜等

を含めて，多種多様な情報が含まれており，当該

分野の研究進展に寄与するものと期待される．

これらのウェブサイトを一見して気がつくこ

とは，サンスクリット文献の研究に関するサイト

は非常に多く見られるが，それに比べてパーリ語

関係のサイトはその数が少ないことである．さら

-11-



に，アルダ・マガタ守語文献に至つては，殆どめ

ぼしいサイトがなく，我々のサイトの研究が際

だ、っている．これは，各研究に対する需要度を

反映しているとも考えられるが，それ以上に各

言語の研究の難しさの程度を正確に反映してい

るとも思われる．

我々は相当早い時期（1990年代始め）にパ

ーソナルコンピュータを使って，ジャイナ教聖

典の計算機解析についての研究を開始した．そ

の後，仏教聖典・仏教混j肴党語聖典について研

究した．我々の研究は，中期インド・アリアン

諸語に関する正確な知識を有する国内外の研究

者と情報科学の研究者との密接な共同研究によ

り，貴重なデータを構築してきたことに特徴が

ある．これらの知見に基づき得られた正確なデ

ータを元に構築された我々のデータベースは，

それだけでも希少価値があると判断できょう．

獲得したデータの一部はホームページ（ URL:

http: //www.sendai-ct.ac担／～ousaka/）にて

公開している．また，その一部は，国内外の研

究機関・出版社より基礎資料として出版し，研

究進展に寄与している［第9節参照1最近，海

外の研究者から我々の開発したツールを使用し

たいとの申し込みがあったが，これは開発した

ツールに対する評価が高まっている現れともい

えよう．

本論文では，これまでの研究全体をまとめ

た形でのデータベースについて議論する．ホー

ムページにて公表しているデータの一覧を表1

にまとめである．この表では，各データのプラ

ットフォーム・ OS依存性に注意してまとめて

いる.Font, Index, Plain Texts, Editor は，夫々

単独のファイルで、表わされている．これら以外

のデータは複数個のファイノレからなるフォルダ

構造になっている．以下に， 表1の項目順，つ

ま り Font,Index, Plain Texts, Editor, 

ComputerBook, Analysis tools C*l (1), (2), (3) 

について順に議論する．各データの使い易さを

考慮して，フォルダ構造・フォーマット形式（拡

張子等）に注意しながら解説する．最後の節で

は，基礎資料として出版したデータについて述

べる．

2. フォントについて

計算機解析に当たって，各刊行本をそのままコン

ピュータ処理することが出来れば，それが最良の

方法である．しかし，デーヴァナーガリ一文字（党

字，卒塔婆等に使われている文字）で書かれたテ

キストを，自動的に読み込むコンビュータツール

が存在しないために，不可能である．デーヴァナ

ーガリ一文字テキストからローマ字化テキストへ

の変換には煩雑なタイプ入力が要求され，多大な

時間と経費が必要である．この作業中に，予期で

きない種々のミスがローマ字化テキストに忍び込

み易い．また，種々の索引を作成した場合，その

校正には膨大な時間を要する． 以上のことから，

中期インド・アリアン諸語の為に認識性が高くか

っ高品質なローマ字化フォントを作成できるかど

うかが，研究遂行上で重要な役割を果たすことに

なる．さらに，適切に構築されたフォント体系は

テキスト解析プログラムの作成を容易にするこれ

らの特性を持つトルータイプ・フォント

Pali 96. ttf （表2参照）を作成したが，全キャラ

クタを 1バイトコードに割り当てている．通常のロ

ーマ字フォントに無い特殊文字 （例えぽm’等）は，
すべて拡張アスキーコード上に定義されている．

表1に示しているように，ほとんど総てのプラッ

トフォーム上にて，このフォントを使用できる．

最新の IntelMacのosx上でも，ほとんどのキャラ

クタを支障なく使用できるが，ただ1文字‘！h’だ、け

を正確に入力できない．これは， 最新のIntelMac

のosxのパグ、に起因する．このOSが成熟するにつ

れ，このパグ、は解消するものと期待される．拡張

アスキーコード上に定義されたフォン ト動作が理

想的なまでにきわめて安定していた OS9.2等に比

べて，最近のosxは若干不安定なことが気にかか

る．

表2に，ウインドウズPCにおけるPali96.ttfフ

ォントのキー操作法と共に， アスキーコー ドへの

割り当てを示している（同時にUniCode割当もさ

れている）．このフォント系は， 基本的にはマッキ

ントッシュの場合と同等な入力法を採用している．

WindowsPCではマッキントッ、ンュの Optionkey 

を， Alt keyに置き換えているだけであり， Shi食

keyの使い方は全く閉じである．

( *) Analysis tools ( 1), (2）のプログラムは，それぞ、れ巻末文献のBookReferences (The Chuo Academic 

Research Institute）の18, 2 0の冊子の付録添付CDにも収録されている．
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表 1. ウェブp上に公開されたデータ．

表のほとんどのデータはファイル圧縮した Memorysizeを示しているので，解凍したときに2

倍程度大きくなる場合もあることを注意しておく．

Memory 
MacOSX 

MacOSX Windows Windows Redhat 
Data Mac0S9.2 (Classic 

size(MB) 
environment) 

(lnte!Mac) 98 XP Linux 9 

弘】。ロ噌 Pali96.ttf 0.34-0.44 。 。 ム 。 。 。
Reverse word index to the 

1.5-2.6 0(*.doc) Q(本.doc) Ll.(*.doc) 0(*.doc) 0(*.doc) 0（本.doc)
Vinaya-pitaka 

Reverse word index to the 
0.68-0.76 0(*.doc) Q(由doc) ム（＊.doc) 0(*.doc) 0(*.doc) 0（ホ.doc)

Digha-nikiiya 
Reverse word index to the 

0.4 0（本.doc) 0(*.doc) Ll.(*.doc) 0(*.doc) 0(*.doc) 0(*.doc) 
Mahiiniddesa 

Reverse word index to early 
0.26 0(*.doc) 0(*.doc) ム（＊.doc) 0（キdoc)0(*.doc) 0（本.doc)

Pali canonical texts 

j Word index and reverse 

word index to the 2.2 0(*.pdの 0(*.pdめ Ll.(*.pdの 0（句df) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 
Pratimoksasiitram 

Reverse word index to the 
4.7 0(*.pdの 0(*.pdの ム（＊.pdの 0(*.pdf) 0(*.pdf) Q(本，pdf)

Jiitaka 
Reverse word index to the 

1.2 Q(市pdの 0(*.pdめ ム（＊.pdめ 0(*.pdf) 0(*.pdの0(*.pdf) 
Visuddhimagga 

Reverse word index to the 
1.3 0(*.pdの 0(*.pdめ ム（＊.pdの 0(*.pdf) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 

Maiihima-nikiiya 

Dasav巴yiiliya 0.1 。 。 ム 。 。 。
ト】ω阿"' η Isibhiisiyiii!]'l 0.12 。 。 ム 。 。 。

Ayiiranga 。目12 。 。 ム 。 。 。
ーロロ帽司 Siiyagac;la 0.10 。 。 ム 。 。 。

Uttarajjhiiyii 0.26 。 。 ム 。 。 。
苫

EDISAN3.l(by CIC++) 0.2 。 。
EDISAN5 (by Java)* 8.9 。 。 ム 。 。 。

Dasaveyiiliya 1.2 。
（ ぷtLコ~ ・．; 

。
会.l"' 言。: 

0(*.pdの 0（本.pdf) 0(*.pdf) 0<*.pdf) 

Isibhiisiyiii!]'l 1.6 。 。 0(*.pdの 0(*.pdf) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 

Ayiiranga 1.4 。
2 
。

1 0(*.pdの 0(*.pdf) 0（叩df) 0（叩df)

Siiyagac;!a 1.6 。
」ー＝ 
。，】<:: 0(*.pdの 0（句df) Q(本.pdf) 0（句df)

U ttara jjhii yii 1.8 。、ー~ 。~ 
0（本.pdめ 0（句df) 0(*.pdf) 0(*.pdf) 

Manual 。 。 。 。 。 。
(ManuaJWhole YO.pdf) 

4盟同h号8 戸『y】.,; 、 ObjectFileCollection 
12.3-13.2 。 x x 。 。 x 

(by CodeWarrior/Delphi) 

PascalProgramCollection 

(by Code Warrior/Delphi) 
。 × × 。 。 × 

Manual 。 。 。 。 。 。! u司~三Nτよ，x軍ー＝亘; 、. 

(AACMIAPCll.凶η
JarFile6 * 9.8-16.4 。 。 。 。 。 。

JavaProgram7 * 。 。 。 。 。 。
Analysis 

New metre analysis tool* 0.10 。 。 。 。 。 。
tools(3) 

*It is necessary to install 

Java environment 

（註）Macintoshの全ての OSで，初期システムから使われているPali96.s山t（スーツケースタイプ

のトノレータイプフォント）が使用可能であり，それも公開していることを付記しておく．

q
d
 

司
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表2.特殊フォント Pali96.ttf 

この入力法は，

ReclHat Linuxで

も共通である．こ

の特殊キーの入

力法は我々の開

発した，Edisan

5. jarエディタ

を使うことによ

り WindowsPC,

ReclHat Linux PC 

上でも簡単に入

力できる．マッキ

ン トッシュでは

ほとんどの市販

のワープロソフ

トでこの入力法

を使用できる．

3. Indexについて

char百cter 

a 
a 

1 

u 

u 
r 
日1

kh 

gh 
n 
di 
jh 

n 

key stroke 

<A>+n,a 
<A>+a 

<A>+',i 

<A>+i, i 

<A>+e,u 

<A>+u,u 
<A>+r 
<A>+m 

<A>+k 

くA>+9

<A>+g 
<A>+c 

<A>+j 

<A>+<S>+i 

我々はこれまで＼言語学の研究者（共同研究

者山崎等）と情報科学の専門家（逢坂 ・宮尾）

との密接な共同研究により，当該分野文献に関

連して30冊近くの索引を国内外の研究機関・

研究所・出版社より公刊している【第9節参照1
公刊された正Ji慎索引作成のために準備され

た極めて正確な電子化テキストを基に，

『Vinaya-pi¥aka』等の語薫の逆順索引を作成し，

ウェブ？公開している．『Vinaya田pi¥aka』の語葉の

逆順索引の例を図1に示している． トップペー

ジのコメント文より分かるように，著作権保持

者のパーリ文献協会からの許諾を得ている．こ

のように著作権者の許諾が必要な場合には，き

ちんとその許可を得た上で，ウェブ、上に掲載し

ている．これらの索引は比較的メモリサイズが

大きく， 0.4-4.71佃 である．

表1のReverseword index to仕1eVinaya-pi¥aka 

から Rev巴rse・ word index b 巴arlyPali canonical 

tex悩までは，＊.doc形式で作成している．それ以

降の，最近のデータについては＊.pdf形式で、作成

している．これらの IndexはIntelMacをのぞい

て全部のプラッ トフォーム上で動作する．

IntelMacでは，前節で議論したフォントに関す

る不安定部分に起因して，一部のキャラクター

num苦ric
code 

136 
140 

147 

148 

156 

159 
168 

181 

251 

187 

169 

141 

198 

246 

char百cter key stroke 

<A>+t 

!h くA>+<S>+y

~ <A>+d 

411 くA>付，U

n くA>+n,n

th <A>+y 
dh くA>+z

ph くA>+p
出 <A>+b 

<A>+I 
＆ 

<A>+<S>+l 

s <A>+s 
s <A>+x. 

~ <A>+h 

REVF.RSE;居WORDINDEX TO THE 
VINA YA-PIT AKA 

日....創刊坤

γ』OUSAKA
＆ 

M YAMA7,¥KT 

≪ P.1rtl>> 

＂™勧告1;.,,.1m

明間即時四刷、町d1nd~X I~ tJ~.”<lop曲＜heP•liT•泌お砿.... ，，，町~·~組出m,
bデ開nnl~nof山H句吟マ悼Z加＂＇＇抗
稿、劇場崎町 鹿山僧fol.<otlwF悶あ切.，.，..同d"＂＂＂＇作川 《，.，
to opon d>< >ndex = ""' lloru•p•酔

姐lko即 t275-2 
訓品、 Ill: 79 4 

裏目lok'V27ィ16
組.k'I: 3H¥.25 

凶品ijik'v 137-21 
p;μ.;1・ ll: 178 6 
間続Uik' ll: 234 28 

討va!ltik'Ill: 3ふ2
t!arik’JU: 3:1.36 

p加 吋訓＂＇ v 71-4 
W掛ik' I!: 37-20 
。i、bahik'v耳16-24
同dok'V 89-22 

cl<' v 210-9; 210-'.!.¥ 214ι12 -19 
vila<k' Ill: 11かIO

pac＇＜品，l;J;Jf1:.B4-lfi 
pao即時陥l v 225·2~ 

抽出ag'v 128-15 
抑制拍車tv 119-33 

nuα1eric 
code 

160 
231 

182 

243 

150 

180 
189 
185 

186 

194 

241 
167 

197 

250 

図1.『Vinaya-pi¥akaJIの語葉の逆順索引

について文字化けをする．

4. Plain Textsについて

ジャイナ教の5大重要聖典 （Dasaveyaliya~ 

u ttara .ijhaya）に関しては次のよ うにテキス卜を作

成した．最初，原典テキストをパーソナルコンピ
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ュータに入力をし，入力ミス等のチェックをし

た．その後，韻律解析プログラムを使用して詩

を分析し，その結果に基づき詩脚に分割した

そして，各テキストごとに詩脚索引を作成し，

得られた結果を言語学的に厳重にチェック した

その索引を出版して，国内はもとより国外の当

該研究者に配布したその後，今度は詩の部分

だけではなく散文の部分を含めて語葉の索引を

作成し，同様に配布したこの段階でも残存す

るテキストミスを修正している．最終的に， 5

冊の聖典群とこれまでの批判的校訂本を含めて

の詩脚の総索引を作成し，出版公表した．この

段階で、も残っていた若干のミスを修正した．こ

のように，多段階に種々の言語学的知識を総合

的に活用して，極力ミスのない電子化テキス ト

を作成している．

図 2に電子化テキスト例を示している．そ

のテキスト行において，特殊マーク’｜’はパーダ

仕切りを表す．ローマ字化テキストだけでも研

究上極めて有用であるが，さらに詩脚分解用の

マークも付していることが，このテキストの有

用性をさらに高めている．この分解マークを付

与することは，当該分野の第1級の研究者のみ

が可能である．これを公開することは研究のノ

ウハウをすべて公開するほどの価値があるが，

研究推進のためにこの貴重なデータ， 5大重要

聖典（Dasaveyaliya~Uttarajjhaya）全部をプレイ

ンテキスト形式で敢えてウェブ上に公開した．

このデータを研究者はよく活用しているようで

ある．我々のデータを公表後は，当該研究会・

学会等では，詩脚分割マークが付されたデータ

の活用が普通となっている．共同研究者である

山崎が，これらのデータは我々のWebサイ トか

らダウンロードしたものであること，を発表者

に磁認している．

I. al)upuvvel)a vimohail]l I jail]l dhira samasajja I 

vasumanto maimanto I savval]l nacca al)elisal]l #8. !# 
2. duvihal]l pi viittal)al]l I buddha dhammassa paragii I 

al)upuvvie sa1]1khiie I kammul)iio tiu¥¥ai. #8.2# 
3. kasae payal)ue kicca I app’aharo tiikkhae; I 

aha bhikkhii gilaejja I aharass＇巴vaantiyal]l, ff8.3U 
4. jiviyal]l nabhikailkhejja I maraりal]lno vi patthae: I 

duhao vi na sajj巴jjiiI jivie maral)e taha. #8.4# 

図2.プレインテキストサンプル

なおこれらのファイルサイズは 0.1-0.26恥侶

と比較的小さくなっている．

これらのテキストは Inte!Macをのぞいて全部

のプラットフォーム上で動作する.Inte!Macでは，

前節で議論したフォントに関する不安定部分に起

因して， 一部のキャラクターについて文字化けを

する．

5. Editorについて

マッキントッシュでは，すべての機種で特殊フ

ォント Pali96.ぱ（表 2参照）を入力できる市販の

ワープロソフトがある．一方Windows98ではマツ

キント ッ、ンュと同レベルでのワープロソフトが存

在していなかった．これを補う為に我々は，

EDIS ANを開発した.EDISAN3.0は言語 CIC＋＋で

作成され， Windows98等に特化している．一方，

EDISAN5.0はJAVAで作成されている．両エディ

タで，特殊フォントに対するショートカットキー

が定義されており，特殊文字を簡単に入力できる．

EDISAN5.0はJar(Java Archive Runnable）ファイル

として作成されており， JAVA環境がインストール

された3つのプラットフォームで同等に動作する

(WindowsXPとLinuxにおける JAVA環境のイン

ストールについては，第7節で述べるマニュアル

AACMIAPCII.pdfを参照）．この結果，WindowsXP

とLinuxについてもマッキントッシュと同様なエ

ディタ環境を構築できた．つまり，3つのプラッ

トフォームに対して，解析ツール （第7,8節参照）

の入力ファイルのフォーマットである（バイトコ

ード）ブレーンテキストを処理できるエディタを
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図 3.簡易エデ、ィタEdisan5.0
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準備できた．この外観を図3に示す．

EDISAN3.0, 5. 0のメモリサイズはそれぞれ

0.2,8.9阻である。

6. Computer Bookについて

1997年頃にマッキント ッ、ンュを使って，ジ

ャイナ教の 5大重要聖典（Dasaveyiiliya -

Ut臥rajjhiiyii）に関する 5冊の電子ブックを作成

したが，これにはアルダ ・マガダ、語文献に関す

る研究資料を網羅している．

表 1の MacOS9.2 と MacOSX(CI拙 ic

environm巴nt）におけるComputerBookのデータは

図4の様なフォルダF構成で、あり， ComputerBook 

とそのBookBrowserを含んでいる．このために，

メモリサイズは比較的大きく 1.2-l.8MBであ

る．

Computer Bookに含まれる研究資料は，以下

の通りである：ローマ字化された原典テキスト，

韻律解析の英文解説と韻律解析結果，語棄の正

)I慎と逆順索引，詩脚の正順と逆順索引，詩脚索

引プログラム．電子ブ、ツクには従来の本のスタ

イルをソフト的に実現している，ボイジャーの

エキスパンドブックを使用している．このスタ

イルの電子ブP＇／クは，違和感が無く大変使い勝

手がよく，海外の研究者からも非常に好評であ

った．一方，ウインドウズ系では残念ながら特

殊フォントに起因するトラブノレで，電子ブック

が動作しなかった．ウインドウズでは同様の内

容を＊・pdf形式で代用している．

7. Analysis Tools (1), (2）について

中期インド・アリアンの主要3言語（パーリ

語，アルダ・マガダ語，仏教混滑究語）に属す

る古文献を解析できるツーノレを，始めにマッキ

ントッ、ンュ上で，次いでウインドウズ，及び

Linux上で開発してきたこの計算機リソース

は，独自の特殊フォント系（＝Pali96）をもとに

作成されたテキストデータを使用して，言語解

析において重要な語葉索引作成・詩脚索引作

成・韻律解析をできる．

表 1のデータ Analysistools(2）のツールは，

Javaで作成されており，最新の MacOSXと

Linuxを含め，全機種で動作する．このフォル

ダは図5のようになっている.AAC1但APCII.pdf

はマニュアルを示し， JarFile6はJar形式の解析ツ

ーノレのフォルダで、あり， JavaProgram7は鮒庁ツー

ルの・JavaProgramからなるフォルダである．この

マニュアルに， Javaの環境インストール法を記載

している。

JarFile6フォルダ、中（図6参照）の韻律解析フ

ォルダMetre.Jarは，図7のように，パーリ文献，

アルダ・マガダ文献・仏教混交党語文酬卒析用の

3種類のツールフオル夕、、からなる．図 7の右側の

図（パーリ文献解析用のフォノレダ）には， Jarファ

イルおよびサンプル用の入力テキストデータ等が

含まれていることを示している．

一方， JarFile6フォルダ中の索引作成ツール群

Index.Jarフォルダは図8のようになっている．

この図の最深部のフォルダ，例えばP且 βSW

の中身は図 9の様になっており， 索引作成用の

PalGSW.jarファイルおよびサンプル用の入力テ

キストデータ等が含まれていることを示している．

これらのファイルの使用法については，マニュ

アルに詳しく説明している．

一方データ Analysisめols(l）のツールは， Mac

OS9.2, Windows上で動作する．その構成は

Analysis tools(2）に準じるので，ここではその説明

を割愛する．
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図4.電子ブックフォルダ
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なおこれらのツールのデータは多数のファ

イルを含むために，そのメモリサイズが lOMB

程度と大きくなっている．

内 li判的＂e

Prek門前re
out611.txt 
out612.txt 

h罰Pall.total.hct

Pall Me同 Jar
B十時刊紙向

図7.MetreJarフォルダ

_. Pa.ICSW 

out523.txt 

PalGSW~jar 

滋PatLto協I.Ott

τext_PaUτes.t>et 

図9.PalGSWフオノレダ

8. Analysis Tools (3)-New metre analysis 

toolーについて

従来の韻律解析（AnalysisTool(l), (2））では， 基本

的韻律スキームとテキストデータの韻律スキーム

とのパターンマッチング、により，該当する韻律名

が識別される （マニュアルAACMIAPCII.pdf等参

照）．当該古文献の最も重要な文献の韻律識別率は，

平均 7o~so%であり，最も古いテキス トではせい

ぜい20%台である．従来と全く異なる新手法，判

別分析とニューラルネットワークを併用すること

により，その識別率を大幅にアップできた．従来

解析不能な韻律に対して，その角卒析を援用できる

情報を提供する．「歴史的背景と異なる地域性を反

映して，標準語のサンスク リットから著しく異な

る韻律を抽出できるJ新たな手法を提示した．こ

の手法は半詩偶を極めて効率よく，かっ正確に詩

脚分割できる．この新手法で開発した解析ツール

月
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は，言語学者自身が抵抗感なく使用できるよう

なインターフェースを備えている．

図10が新韻律解主斤用のフォルダ内容を示し

ており， Javaで作成された解析プログラム

PaliMetre .jar，入力サンプルDa句~Ayar，ニュ

ーラルネットワークを活用して得られた6種類

の学習データ PMI'吋euroDatalO.txt等からなる．

その使用方法については，文献を参照のこと．

PaliMetre.jarを起動すると図 11の入力ダイア

ログが表示される．ファイル入力にはダ、イアロ

グボックスを活用しており，使いやす形のプロ

グラムであることが分かるであろう．

PallM暑t.r＇酬是ur.ii

例切Neur'OO'atalG.t貰Z 内dN珪untO高官au.oα

殴 j
険制鮒f~主主治tal、~，t)$f 糊将鮒roOa'tal3.t1元z

PMN曹uro0ata69.uctPMNeuroData14.txt 

図 10.PaliMetreNeuroフォル夕、

表3.出版情報

9. 書籍出版による資料公開について

これ迄ウェブ上に公開したデータの他に

国内外の研究機関・研究所及び出版社より，

表3に示すように30冊近くの第1次基礎資

料等を発行して，研究進展に寄与している．

冊子の入手法等については我々のウェブサイ

トを参照のこと．

(http://W¥λrw.sendai-ct.ac.jp／～ousal但／）

図11.新韻律解析用入力ダイアログ

10.討論

現在，英国のパーリ文献協会とパーリ文献『サ

ンユッタ・ニカーヤ』に関する語葉の索引を作成

するプロジェクトを遂行中である．この索引が完

成後，当協会より出版する予定である．また，こ

れまでと同様に得られた電子化テキストを元に語

葉の逆順索引を作成して，得られた結果を我々の

ウェブサイ トに掲載する予定である．

Publisher Numb壱Eof books Book list 

Cimo Academic Research Institute 19 indexes and Philologica Asiatka Monograph Sedes 1・
（中央学術務究所） 2manuals 9、11-22

Pali Text Society (England) 
6 index，母S Indexes to the Dhammapada, etc 

（パw -l）文総協会，英国）

A Pada Index and Reverse Pada Index to 
Kosei Publishing 

2 indexes 
Early Jain Canons, 

（佼正出級） A Pada hldex and Reverse Pada Index to 
Early Pali Canonical Texts 
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